
広報
特集
「強い彦根」を創るために

平成27年度　彦根市の予算

●市役所の組織が一部変わります
●固定資産税の評価替え
●募集  ひこねエコマーケット「夢畑」出店者

●募集  春期スポーツ教室受講生募集　

●公民館にあつまれ　わいわいひろば
●乳がん・子宮頸がん検診（医療機関検診）　
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歴史まちづくり事業
　歴史資産を生かしたまちづくりとして、城下町地区
において公共サインを設置します。

市指定文化財保存整備および維持管理事業
　

　
　旧井伊神社社殿の
現状調査などを行い
ます。

彦根城世界遺産登録準備事業
彦根城の世界遺産登録を推進するため、外国人専門

家を招
しょう

聘
へい

し、学術的・専門的助言を得ながら、推進を
図ります。

開国記念館展示事業
　
彦根城能等開催事業
　
博物館特別展開催事業

博物館企画展開催事業
井伊直

なお

弼
すけ

公生誕２００年祭の
関連事業として、特別展や企画
展をはじめ、彦根城能を開催し、
開国記念館においても、井伊直
弼にスポットを当てた展示を行
います。

５１２万 1 千円
　　　　　　　　　　　　　　

１，０１１万３千円
　　　　　　　　

　　

８７９万４千円
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　１,９６５万８千円

６９１万８千円
　　　　　　　　　　　　

６６２万７千円

１７６万１千円

３６万８千円

９２万円

２，７２８万 5 千円

2 億５，９１９万 3 千円

３億２６０万円

４７０万円

8億２，４３０万 8 千円

3億 1, １６４万 9 千円

ごみ減量・リサイクル推進事業
ごみの減量・資源化のしくみづくりとして、「ごみダ

イエットＢＯＯＫ」を作成し、啓発を進めます。　　

使用済蛍光灯リサイクル事業
埋め立てごみとして処分している家庭用の使用済蛍

光灯の拠点回収を実施し、リサイクルの推進を図りま
す。　

資源ごみ選別・減容事業
草・剪

せん

定
てい

枝などの処分を委託し、ごみの減量および
リサイクルの推進を図ります。

道路新設改良事業　

都市計画道路整備事業

河瀬公園整備事業
　河瀬公園の整備に向けた基本計画を策定します。

JR 稲枝駅舎および周辺整備事業
　

　湖東圏域南部の玄関
口として、JR 稲枝駅舎
およびその周辺の整備
を進めます。

彦根駅東土地区画整理事業    

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
平

成
26
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
２
・

２
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
主
な
収
入
で
あ
る
市
税

の
う
ち
、
固
定
資
産
税
は
、
３
年
に

一
度
の
評
価
替
え
の
年
に
当
た
り
、

在
来
家
屋
は
減
価
し
、
新
増
築
家
屋

が
減
少
し
た
た
め
、
減
収
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
個
人
市
民
税
は
所
得

環
境
な
ど
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
や
、

法
人
市
民
税
は
大
手
企
業
を
中
心
に

増
益
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
増

収
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
市
税
総

額
で
は
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
的
事
業
に
必
要
な
市

債
の
発
行
に
つ
い
て
、
そ
の
判
断
基

準
と
な
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
指

標
が
策
定
さ
れ
た
当
時
の
危
機
的
な

状
況
か
ら
改
善
し
ま
し
た
が
、
大
型

の
継
続
事
業
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
た

め
、
事
業
の
緊
急
性
、
投
資
効
果
と

後
年
度
負
担
を
検
証
し
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
し
ま
し
た
。

一
方
、
歳
出
で
は
「
彦
根
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、

「
強
い
彦
根
」
を
創
る
た
め
に
、「
温

も
り
あ
る
福
祉
政
策
」、「
人
間
性
を

育
む
教
育
政
策
」、「
住
め
る
ま
ち
・

働
け
る
ま
ち
へ
の
産
業
経
済
政
策
」

の
３
本
柱
を
重
点
化
し
、
予
算
編
成

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

主
な
事
業
で
は
、
子
育
て
施
策
の

充
実
に
む
け
て
幼
稚
園
の
３
歳
児
の

定
員
を
拡
充
し
て
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
専
用
棟
の
整
備
や
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
、
中
学

校
給
食
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
認
知
症
の
初
期
の
支
援
を

包
括
的
、
集
中
的
に
行
う
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
認
知
症
対

策
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
湖
東
圏

域
南
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
稲

枝
駅
舎
の
改
築
整
備
や
周
辺
整
備
を

行
う
な
ど
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
分
野
ご

と
の
新
規
・
主
要
な
事
業
の
予
算
額

と
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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た
め
に
　

「
強
い
彦
根
」

市民憲章２　歴史と伝統を生かし、文化の香り高いまちをつくります　【文化・文化財の分野】

予算総額 ８２２億８，３５４万５千円 （前年度に比べて　2.7％増加）

 一般会計　　 ３９３億　　　　　　　　円    （前年度に比べて　2.2％増加）

 特別会計　　 ２７０億 8，５９２万 3 千円　 （前年度に比べて　8.4％増加）

 企業会計　　 １５８億 9，７６２万 2 千円　 （前年度に比べて   4.6％減少）

企業会計の内訳

特別会計の内訳

会　計　名
国民健康保険事業
下 水 道 事 業
休日急病診療所事業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

会　計　名
病 院 事 業
水 道 事 業

対前年度比
＋１６．７％
△１．９％
＋１１．１％
△０．１％
＋７．１％
＋２．０％

対前年度比
△３．８％
△７．５％

予　算　額
１１７億　　６５３万９千円
６１億９，１３５万　　円

４，０７８万８千円
２億７，７５５万２千円
７７億８，０５３万６千円
１０億８，９１５万８千円

予　算　額
１２７億３，４１９万４千円
３１億６，３４２万８千円

市民憲章１　郷土を愛し、水と緑の美しいまちをつくります　【都市基盤・環境の分野】

▲彦根城博物館

▲新しい稲枝駅の完成予想図

◀
井
伊
直
弼
公
銅
像

▲旧井伊神社社殿

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ３

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

昨
年
度
、
予
算
編
成
作
業
を
初
め
て

経
験
し
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を

得
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ
て
い

た
中
期
財
政
展
望
が
た
い
へ
ん
厳
し
い

も
の
で
し
た
の
で
、
平
成
26
年
度
の
早

い
段
階
か
ら
行
政
改
革
を
強
く
意
識
し
、

全
て
の
部
署
に
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
可

能
な
限
り
見
直
す
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
う
し
た
事
業
見
直
し
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
も
よ
く
理
解
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
自
治
体
が
行
う
事
業
は
２
千
件

程
度
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
、
限
り
あ
る
財

源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
今
年
も
担
当

者
か
ら
事
業
内
容
を
１
件
ず
つ
聞
き
、

説
明
か
ら
見
え
て
く
る
現
場
の
情
景
や

多
く
の
人
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
予

算
の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
税
が
有
効
に
使
わ
れ
、
ま
た
将

来
へ
の
投
資
と
な
っ
て
「
強
い
彦
根
」

創
り
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

強 い 彦 根

教育 福祉 産業
経済

重点事業

3 本の柱

彦
根
市
の
平
成
27
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
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８９万５千円
６４５万円
５４５万円
７２０万円
６２０万円
５７０万円

４,９３８万６千円

４８９万７千円

１億７,８３１万６千円

１,６３０万９千円

１億２,３２０万８千円

３億８，０４３万９千円

１億１，６３１万６千円

１億２，８７３万６千円

２７８万８千円

４億３，１５６万３千円

国民体育大会関連事業　　　　
平成 36 年に開催される国民体育大会の主会場が県

立彦根総合運動場に決定されたことに伴う関連経費
国民体育大会準備経費　
大黒川河川改良事業　
大洞川河川改良事業　
松原町大黒前鴨ノ巣線外１線街路事業　
金亀公園整備事業　
市民体育センター整備事業　

国勢調査
５年ごとに実施される人口や世帯の実態を明らかに

するための全国的な調査にかかる経費

ふるさと彦根応援寄附事業
寄附のお礼として、本市の特産品や旅行券等を贈り、

寄附金額の増額や知名度の向上を図ります。

社会保障・税番号制度導入事業　　　　
　
　

住民の利便性向上と行政事
務の効率化等を目的とした社
会保障・税番号制度の導入に
向けた経費

（仮称）平田認定子ども園整備事業
　

保育所での待機児童の解消や、平田幼稚園の園舎の
老朽化対策として、新たに認定子ども園として整備す
るための設計を行います。

幼稚園一般経費
３歳児の定員を 20 人から 25 人に拡大し、待機児

童の解消に努めるとともに、幼稚園教諭を増員し、保
育環境を充実させます。また、現在４、５歳児のみと
なっている預かり広場を３歳児にも拡大します。

放課後児童クラブ運営事業　　　　　
　

入所希望者が増加していることに伴い、河瀬小学校
に専用棟を新築するほか、旭森小学校の専用棟を改築
します。また、夏休み期間の受け入れを行うため、城
北、佐和山、金城、高宮、城陽小学校の特別教室等に
空調設備を設置します。さらに、土曜日、夏・冬・春
休みの長期休暇の開設時間を現在の午前８時３０分か
ら 30 分早めて午前 8 時からとし、利用者の利便性を
向上します。

稲枝東小学校グラウンド整備事業　　　　　
　

中学校非構造部材耐震化事業
　

各７中学校の武道場において、吊り天井の改修を行
います。

中学校教育用コンピュータ整備事業

鳥居本中学校において、教育用タブレット端末を整
備し、教育現場での活用について研究していきます。

湖東定住自立圏学校給食センター管理運営事業

学校給食セ
ンターの運用
を開始し、中
学校給食を実
施します。

８,９０４万８千円

４０万円

１８３万６千円

１,７６６万２千円

３,１０３万１千円

農地集積化推進事業　
新たに、営農経営指導員を配置し、「人・農地プラン

（※）」の作成を推進します。
※後継者不足や遊休農地増加などの問題解決のため、　集落の
担い手と農地の利用方法を定めた未来の設計図

農業経営法人化等支援事業　　
集落営農組織に対して、法人化に必要な経費を支援

します。

緊急雇用彦根仏壇若年労働者
入職促進・人材育成事業　　

地域の若年求職者を
雇用し、彦根仏壇の伝
統的な技術・技法を継
承することにより、産
地の維持・向上につな
げます。

小江戸彦根の城まつり事業　　　
井伊直弼公生誕 200 年祭の開催に併せ、知名度の

高い人を招くなど城まつりパレードを充実させます。

観光駐車場設置事業　　　
観光客の利便性の向上を図るため、駐車場内のトイ

レを改修します。

１,０５３万円

８１７万４千円

２,１５２万円

９,２１８万７千円

２億１,９０４万２千円

１,０１３万７千円

２１１万８千円

市民人権啓発推進事業
地域での人権啓発活動のさらなる推進のため、従来

の学区人権教育推進事業補助金を改め、新たに「人権
尊重のまちづくり推進事業補助金」を創設し、学区へ
の助成を拡充します。

健康診査等事業
後期高齢者の健康診査について、 これまでの個別健

診に加え、新たに集団健診を実施します。

湖東地域権利擁護サポートセンター運営事業
　
　成年後見制度をはじめとした認知症高齢者などの権
利擁護全般の支援等を行う「権利擁護サポートセン
ター」を１市４町で設置・運営します。

がん検診事業
　自己負担の一律ワンコイン（500 円）を継続すると

ともに、新たに、大
腸がん検診の医療
機関委託を開始し、
受診機会を拡充し
ます。

消防車両整備事業
消防署本署に配備している救助工作車や化学消防ポ

ンプ自動車および消防団に配備している消防ポンプ自
動車について更新を行います。

認知症あったかサポート事業
　

認知症の予防から早期気づきを促す出前講座や、認
知症の初期の支援を包括的・集中的に行う初期集中
支援チームを設置するほか、認知症をもつ本人や家族
が集えるカ
フェ事業を
モデル的に
１箇所整備
します。

はり・灸
きゅう

・マッサージ施術費給付事業
　

身体に拘
こ う

縮
しゅく

のある高齢者や寝たきりの高齢者に対し
て、はり・灸・マッサージ施術費給付を行います。

市民憲章４　心とからだを鍛え、働く喜びに満ちたまちをつくります　【生涯学習・産業の分野】

市民憲章５　若い力を育て、夢と活気のみなぎるまちをつくります　【次世代育成・市民交流の分野】

そ　　　の　　　他

市民憲章３　人権を尊び、お互いに助け合い、信頼しあうまちをつくります　【人権・福祉・安全の分野】

特
集　　　　　　　　　　　　を創るために　「強い彦根」 平成 27年度　彦根市の予算

▲マイナンバー広報用キャラクター
マイナちゃん

▲県立彦根総合運動場

▲彦根市学校給食センター

◀胃がん検診の様子

▲彦根東高校で行われた認知症サポーター養成講座

▲小江戸彦根の城まつりパレード（平成26年）

▲彦根仏壇
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　　口市
地
域
経
済
振
興
課

地
域
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
に

本
社
が
あ
る
法
人
ま
た
は
、
市
内

に
住
所
が
あ
る
個
人
の
施
工
業
者

を
利
用
し
て
、
住
宅
の
改
修
等
を

行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
申
請

要
件
の
対
象
者
を
一
部
緩
和
し
ま

し
た
。

対
象
工
事　

次
の
①
〜
③
を
全
て

満
た
し
て
い
る
工
事

①
「
増
築
、改
築
、修
繕
、補
修
等

の
工
事
」「
下
水
道
工
事
」「
外

構
工
事
」「
防
犯
対
策
工
事
」

「
省
エ
ネ
対
策
工
事
」の
い
ず
れ

か
の
工
事
（
新
築
工
事
お
よ
び
新

築
工
事
と
併
せ
て
行
う
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
27
年
度
中
の
工
事（
４
月
１

日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
）

③
助
成
対
象
工
事
の
経
費
が
20
万

円
以
上
（
消
費
税
を
含
む
）
の
工
事

※
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

本
事
業
と
併
せ
て
、
他
の
補
助

（
国
・
県
や
彦
根
市
）
を
受
け
る
場

合
、
他
の
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
は
、
助
成
対
象
経
費
か
ら

外
し
ま
す
。
ま
た
、
国
の
省
エ

ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
申
請

す
る
工
事
箇
所
は
、
本
事
業
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
本
事
業
の
「
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
手
引

き
」
は
、

地
域
経
済
振
興
課

（
市
役
所
３
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
は
自
己
所
有
部
分
の
み
が
、

店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
の
み
が
対
象
で
す
。
事
務

所
や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な

　

ど
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者　

次
の
①
②
の
両
方
を
満

た
し
て
い
る
人

①
市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人

で
、
対
象
と
な
る
住
宅
を
自
ら

所
有（
２
親
等
以
内
の
親
族
が
所
有

す
る
場
合
も
含
む
）
し
、
そ
こ
に

自
ら
居
住
し
て
い
る
人

②
市
税
や
彦
根
市
の
各
種
融
資
の

償
還
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
対
し

て
１
回
限
り
で
す
（
平
成
26
年
度

に
同
事
業
の
助
成
を
受
け
た
人
〈
住

宅
〉
は
、申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
お
よ
び
土
地

が
共
有
名
義
で
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
個
人
の
施
工
業
者
が
自
ら
の
住

宅
の
改
修
等
を
行
う
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

助
成
対
象
工
事
経
費
の

10
％
で
、最
高
10
万
円
（
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
）　

申
込
方
法　
「
第
１
回
事
前
申
し

込
み
」　

地
域
経
済
振
興
課
、

支
所
、各
出
張
所
に
あ
る「
事
前

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、

地
域
経
済
振
興
課
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。
当
選
者
に
は
、「
助
成

候
補
者
決
定
通
知
書
」
お
よ
び

交
付
申
請
の
方
法
を
明
記
し
た

『
助
成
金
交
付
申
請
の
案
内
』を
、

落
選
者
に
は
『
落
選
通
知
書
』

を
そ
れ
ぞ
れ
５
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

受
付
期
間
（
第
１
回
）

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
15
日
㈮

※
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
「
第
２
回
事
前
申
し
込
み
」
は
、

９
月
１
日
㈫
か
ら
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
こ

ね
９
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

留
意
事
項　

事
前
申
し
込
み
を
す

る
人
は
、
当
選
に
備
え
、
工
事

前
に
、
本
事
業
の
「
手
引
き
」

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
工
事
前
に
工
事
箇

所
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

経
済
活
性
化
対
策
住
宅
改
修
等
促
進
事
業　

市
内
業
者
で
施
工
す
る
住
宅
改
修

な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
人
事
課

新
た
な
行
政
課
題
に
適
切
に
対

応
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
４
月
１
日
㈬
か
ら
事
業

の
担
当
課
や
組
織
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

■
国
体
準
備
室
の
設
置

　

第
79
回
国
民
体
育
大
会
の
主
会

場
が
県
立
彦
根
総
合
運
動
場
に
決

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
県
と
と
も

に
主
会
場
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
課

の
設
置

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
の
業
務

を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
彦
根
城

世
界
遺
産
登
録
推
進
室
と
同
準
備

室
を
一
元
化
し
て
、
文
化
財
部
に

設
置
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置

４
月
か
ら
開
始
す
る
中
学
校
給

食
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
一

括
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
学
校
給
食
業
務
を
行
っ

て
い
た
保
健
体
育
課
の
保
健
給
食

係
は
、
保
健
安
全
係
と
名
称
を
変

え
、
学
校
保
健
と
学
校
安
全
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

■
医
療
福
祉
推
進
課
の
設
置

　

こ
れ
ま
で
健
康
推
進
課
で
行
っ

て
き
た
在
宅
医
療
や
認
知
症
対
策

の
事
業
に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
の

事
業
な
ど
を
加
え
、
新
た
な
課
を

設
置
し
て
在
宅
医
療
や
福
祉
を
推

進
し
ま
す
。

■
子
育
て
や
子
ど
も
・
若
者
へ
の

支
援
体
制
の
充
実

　

子
育
て
支
援
や
次
世
代
育
成
支

援
は
次
の
課
に
再
編
し
ま
す
。

▼
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
に
関
す

る
こ
と　

→
幼
児
課

▼
ひ
と
り
親
家
庭
施
策
・
家
庭
児

童
相
談
な
ど
に
関
す
る
こ
と　

→
子
育
て
支
援
課

▼
地
域
子
育
て
支
援
・
子
ど
も
や

若
者
の
健
全
育
成
な
ど
に
関
す

る
こ
と　

→
子
ど
も
・
若
者
課

■
そ
の
他　

【
統
合
】

　

市
長
公
室
と
情
報
政
策
課
広
報

係
→
秘
書
広
報
課

【
改
称
】

▼
観
光
振
興
課
→
観
光
企
画
課　

▼
商
工
課
→
地
域
経
済
振
興
課

【
新
設
】

▼
生
活
環
境
課
に
、
ご
み
減
量
・

資
源
化
推
進
室

▼
観
光
企
画
課
に
、「
ひ
こ
に
ゃ
ん

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
」

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

市
立
病
院
の
組
織

診
療
科
の
再
編　

患
者
さ
ん
が
よ

り
適
切
に
専
門
的
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
内
科
を
消
化

器
内
科
、
血
液
内
科
、
糖
尿
病

代
謝
内
科
お
よ
び
内
科
と
し
て
、

外
科
を
乳
腺
外
科
、
消
化
器
外

科
お
よ
び
外
科
と
し
て
細
分
化

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病
院

総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番　

内
線
３
５
２
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

し
く
み
～
安
定
し
た
制
度
で
、

高
齢
者
医
療
を
守
る
た
め
に
～

　　　　　　　　　　　　　　　　口市
保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都

道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
「
広

域
連
合
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、　

75
歳
以
上
の

人
と
、
一
定
以
上
の
障
害
に
よ
り

認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
が

加
入
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
（
被
保
険
者
）
の
医
療

費
の
財
源
は
、
次
の
と
お
り
国
民

全
体
で
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

▼
公
費
（
国
・
県
・
市
町
村
が
負
担
す

る
お
金
）
約
５
割

▼
支
援
金（
75
歳
未
満
の
人
が
負
担
す

る
お
金
）　

　

約
４
割

▼
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料

　

約
１
割

医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
や

医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
増
加

は
、
こ
の
制
度
の
財
政
を
圧
迫
し
、

皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保
険

料
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
、
適
正
な
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番
、
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０

７
７-

５
２
２-

３
０
１
３
番

軽
減
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
均

等
割
額
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
保
険
料
課

４
月
か
ら
保
険
料
の
均
等
割
額

（
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る

保
険
料
）
に
つ
い
て
、５
割
軽
減
と

２
割
軽
減
の
軽
減
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
す
（
均
等
割
額
９
割
軽
減
、
８
割
５

分
軽
減
に
該
当
の
人
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）。

対
象
者
に
は
、
７
月
中
旬
に
保

険
料
額
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課
☎

30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番
、
滋
賀
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７

-

５
２
２-

３
０
１
３

番

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

●

医療機関に
かかるときのマナー

～心がけましょう 適正受診～

▶同じ病気で、複数の医療機関を必要
以上に受診するのは、できるだけ控
えましょう。検査や投薬を重複して
受けることにより、かえって体に悪
影響を与える可能性があります。

▶後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、
新薬と同等の効能を持ち、費用もお
おむね安く済みますので、医療機関
や調剤薬局で相談してみましょう。
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固
定
資
産
税
の

評
価
替
え口市

税
務
課

　

土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
額

の
も
と
に
な
る
評
価
額
は
、
３
年

ご
と
に
見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
行

う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
縦
覧
・
閲

覧
を
開
始
す
る
新
年
度
の
評
価
額

は
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
を
し
た

も
の
で
す
。
納
税
通
知
書
は
５
月

に
発
送
し
ま
す
。

■
土
地
の
評
価
替
え

　

土
地
の
価
格
は
、
宅
地
・
田
・

畑
・
山
林
な
ど
の
種
類
別
に
、
定

め
ら
れ
た
評
価
方
法
で
計
算
し
ま

す
。

■
宅
地
の
評
価

　

市
内
を
土
地
の
利
用
状
況
の
似

た
区
域
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ

の
区
域
内
の
標
準
的
な
宅
地
の

「
地
価
公
示
価
格
」「
鑑
定
価
格
」

な
ど
の
７
割
を
め
ど
に
、均
衡
化
・

適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
の
価
格
は
、　

宅
地
が
接

評価替え年度
（工事原価の時点）

平成27年度
（平成25年７月）

平成24年度
（平成22年7月）

木造

1.06

0.99

非木造

1.05

0.96

建築物価の変動率

す
る
「
街
路
の
状
況
」「
土
地
の
形

状
」
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。
前

回
評
価
替
え
か
ら
の
３
年
間
の
異

動
を
把
握
し
見
直
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
街
化
調
整
区
域
（
山
間

部
を
除
く
）
の
宅
地
な
ど
は
、
街
路

の
状
況
な
ど
の
均
衡
化
と
適
正
化

の
た
め
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
評

価
額
が
大
幅
に
下
落
し
た
り
、
上

昇
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

※
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
場
合

で
も
、負
担
調
整
措
置
（
税
額
が

急
に
上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
少

し
ず
つ
税
額
を
上
げ
て
い
く
措
置
）

に
よ
っ
て
税
額
が
上
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
家
屋
の
評
価
替
え

　

家
屋
の
評
価
額
は
、「
再
建
築
費

（
※
１
）」
と
「
経
年
減
点
補
正
率

（
※
２
）」
を
か
け
て
計
算
し
ま
す
。

　

評
価
替
え
で
は
、
過
去
３
年
間

の
建
築
物
価
の
「
変
動
率
」
を
か

け
て
、「
再
建
築
費
」
を
計
算
し
直

し
ま
す
。
今
回
の
変
動
率
は
、
平

成
22
年
７
月
と
平
成
25
年
７
月
の

工
事
原
価
を
比
較
し
て
定
め
ら
れ
、

下
表
の
と
お
り
上
昇
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
評
価
額
の
減
少
が
小
さ

い
、
あ
る
い
は
前
年
度
と
同
じ
評

価
額
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
よ
り
評

価
額
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
１　

同
じ
家
屋
を
そ
の
時
点
で

そ
の
場
所
で
も
う
一
度
建
て
る

の
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
を
、

国
が
定
め
た
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
計
算
し
た
も
の
。

※
２　

家
屋
が
古
く
な
る
と
下

が
っ
て
い
く
率
。
評
価
替
え
の

年
に
経
過
年
数
に
応
じ
て
下
が

り
ま
す
。
下
限
ま
で
下
が
り

き
っ
て
い
る
古
い
家
屋
は
、
そ

れ
以
上
は
下
が
り
ま
せ
ん
。（
通

常
の
木
造
住
宅
で
は
25
年
、
軽
量

鉄
骨
造
住
宅
で
は
30
年
か
け
て

下
限
に
達
し
ま
す
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

口市
障
害
福
祉
課

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
は
、対

象
者
に
４
か
月
に
１
回
手
当
を
支

給
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
対
象
者
に
３
か

月
に
１
回
手
当
を
支
給
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

各
手
当
額　

法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

（
下
表
の
と
お
り
）。

対
象

特
別
児
童
扶
養
手
当　

20
歳
未
満

で
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま

た
は
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
童
の
父
母
、
も
し
く
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
（
施
設
入
所
す
る
と

対
象
外
に
な
り
ま
す
）

特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上
で

重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
か
、
絶
対
安
静
を

必
要
と
す
る
人
（
施
設
入
所
し
た

り
、
３
か
月
以
上
入
院
し
た
り
す
る

と
対
象
外
に
な
り
ま
す
）

障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満
で

重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

人
（
施
設
入
所
す
る
と
対
象
外
に
な

り
ま
す
）

３月分まで（月額）

1級（重度障害）49,900円

2級（中度障害）33,230円

26,000円

14,140円

14,140円

4月分から（月額）

1級（重度障害）51,100円

2級（中度障害）34,030円

26,620円

14,480円

14,480円

特別児童扶養手当

障害児福祉手当

特別障害者手当

福祉手当（経過措置）

所
得
制
限

特
別
児
童
扶
養
手
当　

障
害
児
の

父
母
（
手
当
請
求
者
）
や
、生
計
を

同
一
に
し
て
い
る
扶
養
義
務
者

の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
、
い
ず

れ
も
定
め
ら
れ
た
限
度
額
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

本
人
、
配
偶
者
、
同
じ
世
帯
で

の
最
多
の
収
入
者
（
扶
養
義
務

者
）
の
所
得
が
、
い
ず
れ
も
定

め
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
毎
年
８
月
に
、
所
得
状
況
等
支

給
要
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
・
自
動
車
燃

料
費
を
助
成

口市
障
害
福
祉
課

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
ま
た
は
自
動
車
燃

料
費
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

　

年
額
１
万
２
千
円
（
５
０
０
円
×

24
枚
）

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
額

　

年
額
６
千
円（
３
０
０
円
×
20
枚
）

受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈬

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
車
検
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

屋
外
広
告
物
の
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　　　　　口市
景
観
・
ま
ち
な
み
保
全
室

２
月
に
札
幌
市
内
で
、
ビ
ル
の

壁
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
看
板
の

一
部
が
落
下
し
て
、
歩
行
者
に
直

撃
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、

老
朽
化
す
る
と
落
下
や
倒
壊
な
ど

危
険
が
あ
り
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
に
、屋
外
広
告
物
の
表
示
者
・

設
置
者
・
管
理
者
は
、
定
期
的
な

安
全
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
部
材
の
腐
食
な
ど
で
老
朽
化

が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に

撤
去
や
改
修
な
ど
の
措
置
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

景
観
・
ま
ち

な
み
保
全
室
☎
30-

６
１
２
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
障
害
者
支
援
施
設

や
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
保
険

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い

人
で
、
市
民
税
所
得
割
額
（
平

成
26
年
度
課
税
）
が
16
万
円
未
満

の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
の
あ
る
人　

▼
肢
体
不
自
由
障
害
の
う
ち
下

肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
ま

た
は
移
動
機
能
障
害　

▼
視
覚
障
害　

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を

含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
の

所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
が
同
じ

家
族
が
、
自
動
車
を
所
有
し
運

転
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正　

３
月
15
日
号
３

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
固
定
資

産
の
価
格
等　

平
成
27
年
度
の

縦
覧
・
閲
覧
」
に
つ
い
て
不
服

申
し
立
て
が
で
き
る
人
を
限
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
27
年
度
は

全
て
の
土
地
・
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
納
税
者
が
審
査
の
申
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

取
扱
加
盟
店
の
募
集

　　口市
地
域
経
済
振
興
課

30
％
お
得
に
お
買
い
物
が
で
き

る『
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』

の
取
扱
加
盟
店
を
募
集
中
で
す
。

平
成
27
年
度
は
年
２
回
発
行
を

行
う
予
定
で
す
。
今
回
、
取
扱
加

盟
店
に
な
る
と
、
原
則
と
し
て
２

回
目
の
と
き
も
商
品
券
の
取
り
扱

い
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

４
月
20
日
㈪（
第
１
回

の
発
売
日
は
５
月
30
日
㈯
）

参
加
資
格　

市
内
で
小
売
業
、
飲

食
業
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
営
む
店
舗
で
、
彦
根
市
商
業

振
興
条
例
に
則
し
て
最
寄
り
の

商
店
会
（
商
店
街
組
合
、彦
根
商
店

街
連
盟
な
ど
）、
彦
根
商
工
会
議

所
ま
た
は
稲
枝
商
工
会
に
加
入

　

し
て
い
る
店
舗

申
請
方
法　

前
回
の
取
扱
加
盟
登

録
状
況
に
よ
り
申
請
方
法
が
異

な
り
ま
す
。

①
前
回
（
平
成
25
年
10
月
発
売
）
取

扱
加
盟
店
登
録
を
行
っ
た
場
合

彦
根
商
店
街
振
興
㈱
か
ら
事
前

に
登
録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
書
い
て
彦
根
商
店
街

振
興
㈱
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

②
新
規
に
取
扱
加
盟
店
登
録
を
行

う
場
合

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を

書
い
て
彦
根
商
店
街
振
興
㈱
へ
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
、
彦
根

商
店
街
振
興
㈱
☎
22-

７
３
０

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
１
３
４

番
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平
成
26
年
度
彦
根
市
水
道
事
業 

事
業
評
価
報
告
書
の
公
表

　　　　　

 

口市
上
下
水
道
総
務
課　

水
道
事
業
は
、
平
成
16
年
度
に

「
彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
」、同
22
年
度
に
「
彦
根
市
水
道

事
業
第
２
期
中
期
経
営
計
画
」
を

そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
健
全
な
経
営
を
持
続
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
公
募
委
員
や
有
識
者
で

構
成
す
る
「
彦
根
市
水
道
事
業
評

価
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事
業
評

価
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
評
価
制
度
は
、
水
道

事
業
を
彦
根
市
の
外
部
か
ら
評
価

し
、
そ
の
結
果
を
公
営
企
業
と
し

て
の
経
営
に
生
か
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　

平
成
26
年
度
中
に
、
合
計
６
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
同
25
年
度

事
業
の
評
価
結
果
を
「
平
成
26
年

度　

彦
根
市
水
道
事
業　

事
業
評

価
報
告
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
報
告
書
は
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）
や
、上

下
水
道
部
の
窓
口（
市
民
会
館
１
階
）、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
総

務
課
☎
22-

８
４
７
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

４
０
５
４
番

ご
覧
く
だ
さ
い　

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
の
変
更
計
画

　　　　　

 

口市
市
街
地
整
備
課　

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
施
行
区
域
の
変
更
に

よ
り
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

こ
の
変
更
に
意
見
が
あ
る
場
合

は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
２
日
㈭
〜
同
15

日
㈬

縦
覧
場
所　

市
街
地
整
備
課

（
市
役
所
２
階
）

意
見
書
提
出
期
間　

４
月
16
日
㈭

〜
同
30
日
㈭

提
出
先　

土
木
交
通
部
都
市
計

画
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備

課
☎
30-

６
１
２
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

５
２
１
１
番

食
事
代
の
改
定

　　口市
荒
神
山
自
然
の
家

昨
今
の
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

４
月
か
ら
食
事
代
を
改
定
し
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

荒
神
山
自
然

の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番

４
月
１
日
㈬
か
ら

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
変
更

口市
障
害
福
祉
課

■
障
害
者
総
合
支
援
法
・
児
童
福

祉
法
の
一
部
変
更

支
給
決
定　

指
定
を
受
け
た
特
定

相
談
支
援
事
業
者
な
ど
が
作
成

す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案

ま
た
は
障
害
児
支
援
利
用
計
画

案
な
ど
を
勘
案
し
て
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
給
を
決

定
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
の
利
用

利
用
対
象
者
の
経
過
措
置
が
切

れ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

①
就
労
経
験
が
あ
り
、
年
齢
や
体

力
の
面
で
一
般
企
業
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
人

②
就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用

（
暫
定
支
給
決
定
の
利
用
を
含
む
）

し
た
結
果
、
本
事
業
の
利
用
が

適
当
と
判
断
さ
れ
た
人

③　

①
②
に
該
当
せ
ず
50
歳
に
達

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
障
害
基

礎
年
金
１
級
受
給
の
人

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
報
酬

改
定　

福
祉
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
な
ど　

■
相
談
支
援
体
制
の
充
実

相
談
支
援
事
業
所
の
拡
充
（
新
設
）

【
新
設
】相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
（
社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
福
祉

会
）【
既
設
】
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21

（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）、
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
な
、
彦
根
学
園 

相
談
支
援
事
業
所
、
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
い
、
か
い
ぜ
寮
相
談
支
援

事
業
所
、
ぽ
ぽ
相
談
室　

■
重
度
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生

活
の
支
援
の
充
実

重
症
心
身
障
害
者
通
園
施
設
運
営

費
補
助　

支
援
員
特
別
配
置
等

経
費
の
拡
充
（
特
に
濃
厚
な
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
利
用
者
へ
の
支
援
）

在
宅
重
度
障
害
者
等
支
援　

障
害

児
対
応
看
護
師
配
置
加
算
（
要

医
療
の
障
害
児
の
放
課
後
や
長
期
休

暇
中
の
活
動
〈
過
ご
し
〉
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対

し
報
酬
加
算
を
行
う
も
の
）
を
追
加

■
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の

用
具
の
追
加

音
声
血
圧
計　
【
対
象
者
】
視
覚
障
害

２
級
以
上
の
身
体
障
害
児
・
者
〈
視

覚
障
害
児
・
者
の
み
の
世
帯
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
あ
る
場
合
に

限
る
〉
で
あ
っ
て
、
常
時
血
圧
の
測

定
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

地
上
デ
ジ
タ
ル
波
対
応
ラ
ジ
オ【
対

象
者
】　

視
覚
障
害
２
級
以
上
の
身

体
障
害
児
・
者
（
視
覚
障
害
児
・
者

の
み
の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

世
帯
で
あ
る
場
合
に
限
る
）

■
障
害
福
祉
職
場
人
材
確
保
・
定

着
事
業
の
新
設
（
平
成
27
年
度
に

限
る
）

　

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
介
護
職
員
初
任
者
研

修
に
係
る
受
講
料
な
ど
の
助
成
。

彦
根
愛
知
犬
上
１
市
４
町
の
障

害
福
祉
事
業
所
な
ど
に
一
定
期

間
以
上
就
労
し
、
そ
の
後
も
同

事
業
所
に
引
き
続
き
就
労
が
見

込
め
る
人
に
就
労
継
続
支
援
金

を
支
給
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

口市
学
校
教
育
課

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
子
ど

も
の
就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
児
童
手
当
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い

る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

▼

教
育
委
員
会
が
就
学
援
助
費

の
受
給
が
必
要
と
認
め
る
人

意見の件数　　　　　　　　  0 件

問い合わせ先　 子育て支援課
　　　　☎23-9597、FAX26-1768

　彦根市子ども・若者プラン計画（素案）
意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　  1 件
案の修正を行うもの　　　　  0 件
案の修正を行わないもの　　  1 件

問い合わせ先　 介護福祉課
　　　☎ 23-9660、FAX26-1768

　第 6 期彦根市高齢者保健福祉計画
　　　　　　・介護保険事業計画（素案）

給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た

は

教
育
委
員
会
（
市
民
会
館
２

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
子
ど
も

が
在
学
し
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
平
成
27
年

度
課
税
証
明
書
な
ど
で
前
年
度
の
所

得
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
は
認
定
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
日（
学
校
に
申
請
書
を
提
出
し

た
日
）
が
そ
の
月
の
16
日
か
ら

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
た

と
き
は
、
翌
月
か
ら
の
給
付
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

昨年の桜が満開になる頃、私はブラジルから来
日しました。彦根ではいろいろな思い出を作るこ
とができていて、とても貴重な時間を過ごせてい
ます。

この 1 年間は毎日がチャレンジであり、時間が
早く過ぎ去ったという感覚は全くありません。そ
の日常生活のチャレンジの中で、私にとって外国
である彦根に住んで特に困ったことがあります。
それは、自分の自立性が失われたと感じることで
す。

ブラジルにいた時は 1 人でしていたことで、日
本に来てからは誰かの手助けがないとできないこ
とがいくつもありました。銀行口座の開設、携帯電
話の契約、市役所の手続きや、病院での受診など、
こんなに難しいものなんだと初めて感じました。

また、手助けがなくてもスムーズに済むと思っ
た買い物でも、パッケージに書いてあることを読
み間違えて、必要のない商品を買ったこともあり
ました。母国では家族や友達などの手伝いをして

いた私が、日本に来てから知らない間に人に頼ら
なければならないようになりました。人に頼るこ
とが本当に大変だと分かりました。

人に迷惑をかけずに自分の力で何とかすると
思っていても、１人で解決できない問題にぶつか
り、結局誰かの手助けが必要になる時があります。
そんなことが繰り返されると、どんどんストレス
を感じてしまいます。「大人のつもりなのに、まる
で子どものようだ」「私はただの邪魔者だ…」と
思ったりする時期がありました。ブラジルでの私
の自立した姿を周囲に見せることができなくて悔
しい気持ちもあります。きっと私と同じように自
立性がなくなったと感じたり、生活のリズムが大
きく変わったりして「母国にいるときの自分」と

「外国にいるときの自分」のギャップで悩む人がい
ることでしょう。

もちろん、日本に来て辛い思いや悲しい思いば
かりだったわけではありません。すてきな出会い
がたくさんあって、大好きな日本の文化に触れる
機会が多くなりました。「日本の文化や日本人につ
いてもっと学びたい！」と単純に思った私は、こ
の 1 年間で自分のことについてもいろいろ発見で
きました。

日本での 2 年目を迎えますが、少しでも自立し
たナターリャの姿を見せたいと思います。こんな
私のことを応援していただけたらうれしいです。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第10回  
海の向こう側にいるもう１人の私

ナターリャ
の部屋
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み
ん
な
が
人
を
思
い
や
る

宮
尾　

香か

菜な

美み 

さ
ん

（
城
東
小
学
校
６
年
）

　
「
人
権
」
と
い
う
と
私
は
、み
ん
な
が
人

を
思
い
や
り
、
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。私

の
学
校
で
は
、「
人
権
ツ
リ
ー
」
と

い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
が
ん

ば
っ
た
こ
と
、
友
達
が
が
ん
ば
っ
て
い

た
こ
と
、
友
達
に
し
て
も
ら
っ
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
を
星
型
の
紙
に
書
き
、
ツ

リ
ー
を
星
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
く
活
動

で
す
。
こ
の
活
動
で
、
休
み
時
間
に
仲
の

良
い
友
達
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、
他

学
年
と
の
交
流
で
他
の
人
が
、
が
ん
ば
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
が
書
い

て
あ
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
る
し
、
他
の
人
に
言
わ
れ
た
り
、
良
い

こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
自
分
が

良
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
ま
た
星
に
書
い

て
い
く
の
で
、
星
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
す
。
ツ
リ
ー
が
星
で
い
っ
ぱ
い
に
な

れ
ば
、
み
ん
な
が
良
い
気
持
ち
に
な
れ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、私
は
、人
を
思
い

や
っ
て
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
た
り
、
手

伝
っ
て
あ
げ
た
り
助
け
合
い
な
が
ら
が
ん

ば
る
の
は
、
と
て
も
大
切
な
事
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
ツ
リ
ー
を
見
る
と
、
一

枚
一
枚
心
が
こ
も
っ
て
い
て
、
見
て
い
る

だ
け
で
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
一
人
一
人
の
誕
生

日
に
そ
の
人
の
良
い
と
こ
ろ
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
て
渡
す
と
い
う
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。「
人
権
ツ
リ
ー
」
な
ど
で
良

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
る
か
ら
、
そ
の

人
の
良
い
と
こ
ろ
が
ス
ラ
ス
ラ
と
書
け
ま

す
。誕
生
日
に
そ
れ
を
も
ら
う
と
、自
分
で

は
分
か
ら
な
い
自
分
の
良
さ
を
知
っ
た
り
、

他
の
人
の
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
見
つ

け
ら
れ
ま
す
。
少
し
苦
手
だ
と
思
っ
て
い

た
人
や
、
あ
ま
り
仲
良
く
な
か
っ
た
人
も
、

色
々
な
活
動
を
通
し
て
仲
良
く
な
っ
た
り

し
ま
し
た
。
今
ま
で
か
ら
仲
が
良
か
っ
た

人
と
は
、
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
た
と
思
い

ま
す
。

こ
の
色
々
な
活
動
を
通
し
て
、
人
に
良

い
こ
と
を
し
た
り
、し
て
も
ら
っ
た
り
、人

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
り
す
る
の
は
、

と
て
も
大
切
な
事
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

私
は
六
年
生
な
の
で
、
小
学
校
最
後
の

一
年
間
で
す
。
ず
っ
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
人
も
い
る
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た

こ
と
が
な
い
人
も
い
ま
す
が
、
同
じ
学
年

と
し
て
、
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
協

力
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、

一
人
一
人
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
み
ん
な

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と

選
　
　
評

学
校
ぐ
る
み
の「
人
権
ツ
リ
ー
」の

取
り
組
み
。作
者
の
言
う
よ
う
に
、互

い
の
よ
さ
を
ツ
リ
ー
に
飾
る
こ
と
で
、

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
学
級
で
の
誕
生
日
の
活
動
に
も

触
れ
、
自
分
自
身
が
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
素
直
に
表
し
て
い
ま
す
。
相

手
の
立
場
を
考
え
、
良
い
と
こ
ろ
を

積
極
的
に
見
つ
け
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

こ
と
ば
は
大
せ
つ

髙
橋　

颯そ
う

介す
け 

さ
ん（

若
葉
小
学
校
１
年
）

　

ぼ
く
は
、
ど
う
と
く
の
じ
か
ん
に
、
ふ

わ
ふ
わ
こ
と
ば
と
ち
く
ち
く
こ
と
ば
に
つ

い
て
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ

こ
と
ば
は
、
人
を
う
れ
し
い
き
も
ち
に
さ

せ
る
こ
と
ば
で
、ち
く
ち
く
こ
と
ば
は
、人

を
い
や
な
き
も
ち
に
さ
せ
る
こ
と
ば
で
す
。

ぼ
く
は
、
と
も
だ
ち
に
、
う
れ
し
い
き
も

ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
え
が
お
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
ふ
わ
ふ
わ
こ

と
ば
を
い
っ
て
い
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

ま
え
、
え
を
か
い
て
い
た
と
も
だ
ち
に
、

「
じ
ょ
う
ず
だ
ね
。」
と
、
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
と
も
だ
ち
は
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
か
お
を
し
て
い
ま

し
た
。
人
を
ほ
め
る
こ
と
ば
も
ふ
わ
ふ
わ

こ
と
ば
だ
と
お
も
い
だ
し
ま
し
た
。

ち
く
ち
く
こ
と
ば
を
い
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
あ
い

て
も
き
ず
つ
い
た
と
お
も
う
し
、
ぼ
く
も

い
や
な
き
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
な

け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

こ
と
ば
に
は
、
人
を
う
れ
し
く
す
る
力

も
、
か
な
し
く
す
る
力
も
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
み
み
の
き
こ
え
な
い
人
に
つ
い

て
の
べ
ん
き
ょ
う
も
し
ま
し
た
。
み
み
の

き
こ
え
な
い
人
は
、
お
と
が
き
こ
え
な
い

の
で
、
じ
こ
に
あ
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
の
お

と
や
う
た
や
、
人
の
こ
え
が
き
こ
え
な
い

の
で
、
こ
ま
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
な
あ

と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。

せ
ん
せ
い
が
、
み
み
の
き
こ
え
な
い

人
は
、
手
わ
で
お
は
な
し
し
た
り
す
る
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
手
わ
を
お
ぼ

え
て
、
み
み
の
き
こ
え
な
い
人
と
も
お
は

な
し
し
て
み
た
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

手
わ
で
、「
お
お
き
な
う
た
」
を
な
ら

い
ま
し
た
。
す
こ
し
む
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
べ

ん
き
ょ
う
し
て
、
う
た
も
い
っ
し
ょ
に
う

た
っ
て
み
た
い
で
す
。

選
　
　
評

道
徳
の
時
間
で
の
言
葉
の
学
習
や
、
耳
の
不
自
由
な
人
の
学
習
を

通
し
て
、
自
分
の
生
活
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
し
っ
か
り
と
考
え

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
者
が
感
じ
た
よ
う
に
、言
葉
一
つ
で

人
の
気
持
ち
を
不
愉
快
に
さ
せ
た
り
勇
気
づ
け
た
り
し
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
作
者
の
望
む
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
や
手
話
な
ど
を
使
い
、

様
々
な
人
と
温
か
く
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

特選作品
紹　　介

2

作
文
・
小
学
生
の
部

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
を
思
い
や
っ
て
良
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
み
ん
な
と
も
っ
と
仲

良
く
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

作
文
・
小
学
生
の
部

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
春
コ
ー
ス

〈
内
容
〉パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
す
。 

〈
講
座
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
知
識
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
な
ど 

〈
日
時
〉【
前
期
】
４
月
13
日
、
同
27
日
、

５
月
11
日
、
同
25
日
、
６
月
８
日
、
同

22
日
【
後
期
】
７
月
13
日
、
同
27
日
、

８
月
10
日
、
同
24
日
、
９
月
14
日
、
同

28
日　

い
ず
れ
も
月
曜
日
（
午
前
の
部
は

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
の
部
は
午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分
。
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容

で
す
。）　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　
〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
。
前
期
・
後
期
を
連
続
し
て

受
講
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
午
前
・
午

後
各
10
人
（
先
着
順
）   

〈
費
用
〉 

各
期
５

千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、
８
０
０
円
が

必
要
で
す
。
テ
キ
ス
ト
は
各
期
共
通
で
す
。）　

〈
申
込
開
始
日
〉４
月
１
日
㈬
午
前
９
時

〜   

〈
託
児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０

歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田

町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
し
て
い
る
学
年
は

応
募
当
時
の
も
の
で
す
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競　技

フライングディスク

アーチェリー

ボウリング

水泳

陸上

卓球

　月　日

5月17日㈰

6月21日㈰

7月26日㈰

8月23日㈰

9月27日㈰

11月  1日㈰

申込期限

4月15日㈬

5月27日㈬

6月10日㈬

7月  8日㈬

8月　5日㈬

9月　9日㈬

場　所

滋賀県立長浜ドーム（長浜市）

滋賀県立障害者福祉センター（草津市）

ボウル滋賀（湖南市）

滋賀県立障害者福祉センター（草津市）

皇子山陸上競技場（大津市）

草津市立総合体育館（草津市）

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
荒
神
山
自

然
の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
申
込

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
５

月
中
に
「
活
動
支
援
ス
タ
ッ
フ
説

明
会
」
を
行
う
予
定
で
す
。

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
選
手

〈
競
技
・
開
催
日
な
ど
〉
下
表
の
と

お
り　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
す

る
12
歳
以
上
（
４
月
１
日
時
点
）
の

人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
、
療
育
手
帳
を
持
つ
か
そ
の
取

得
に
準
ず
る
障
害
の
あ
る
人　

※

一
部
の
競
技
に
は
障
害
の
種
類
に

よ
っ
て
参
加
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。 〈
費
用
〉無
料
。
昼
食
代
、

交
通
費
は
実
費
負
担
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
貸

靴
代
は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。 

〈
そ
の
他
〉
競
技
ク
ラ
ス
は
、
障

害
の
部
位
や
状
態
に
応
じ
て
分
け

ら
れ
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
知
的

障
害
の
あ
る
人
の
み
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
は
身
体
障
害
（
視
覚
障
害
の
あ

る
人
を
除
き
ま
す
）
の
あ
る
人
の
み

が
参
加
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

障
害
福
祉
課
☎

27-

９
９
８
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
７
番

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。　
〈
開
催
日
等
〉
上
表
の
と

お
り 　
〈
時
間
〉
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉 

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
会
議
室
ほ
か　
〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉 

30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉 

各
回
３
０
０
円　
　
〈
申
込
期
間
〉

４
月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮　

 

〈
託

児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
そ
の
他
〉
４

回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
修
了
証

を
渡
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」出
店
者

〈
日
時
〉
５
月
４
日（
月
・
祝
） 

午
前

10
時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）　

〈
場
所
〉
荒
神
山
公
園
（
日
夏
町
、荒

神
山
公
園
春
ま
つ
り
会
場
内
）　
〈
定

数
〉
60
ブ
ー
ス　
〈
申
込
期
限
〉
４

月
23
日
㈭（
先
着
順
）〈
出
店
料
〉
１

ブ
ー
ス
５
０
０
円　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉

生
活
環
境
課
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番
〈
申
込
方
法
〉
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
④
出
店
品
目
⑤
人
数

月　日

4月18日㈯

5月16日㈯
6月20日㈯
7月18日㈯

8月  1日㈯

内　容
　開講式
「男女共同参画社会ってな～に？」
 まちに出よう！「彦根の大名庭園を散策」　訪問先・玄宮園
 公開講演会「井伊家の歴史あれこれ」
「STOP!!危険ドラッグ　～薬物乱用はダメ。ゼッタイ。～」
「災害に強いひとになろう！～初めの一歩はクイズで学ぶ防災知識～」
　閉講式

ウ
ィ
ズ

さ
ん
か
く
塾

〈
内
容
〉男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
気
づ
く

と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
や
団
体

で
、
実
践
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な

⑥
搬
入
車
両
ナ
ン
バ
ー
⑦
出
店
希

望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①
住
所

②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
、

生
活
環
境
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０

１
）
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

荒
神
山
自
然
の
家

活
動
支
援
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉施
設
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
事
業

ご
と
に
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
〈
活
動

内
容
〉

荒
神
山
自
然
の
家
で
行

う
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
（
活
動
中
の
補

助
や
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
）、
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
（
自
主
事
業
へ

の
企
画
な
ど
準
備
段
階
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
）　

※
主
と
し
て
、
土
・
日
曜
日

の
活
動
に
な
り
ま
す
。　
〈
対
象
〉

18
歳
以
上　
〈
そ
の
他
〉
交
通
費

（
一
律
）、
当
日
の
食
事
代
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
代
は
、

荒
神
山

自
然
の
家
が
負
担
し
ま
す
。　
〈
申

市民体育センター  春 期 スポーツ 教 室 受 講 生 募 集 ！

教室名（内容）
　
親子キラにこフィットネス

（託児有）

チビッコ体操　年中コース

チビッコ体操　年長コース

ジュニアスポーツ

太極舞＆ヨガ （託児有）

エアロビクス＆
ボディシェイプ　　（託児有）

ステップエアロ

　
夜ヨガ
　
　
ヨガ

　（託児有）

フィットネスフラ
（託児有）

ボディケアエクササイズ

　
エンジョイエアロ

　
シニア健康体操

期間・時間

5月1日～7月31日
金曜日9：30～10：30

5月20日～8月5日
水曜日14：00～15：00
5月20日～8月5日
水曜日15：15～16：15
5月11日～8月3日
月曜日14：30～15：30
5月11日～8月3日
月曜日15：45～16：45

5月2日～7月18日
土曜日10：00～11：00

5月11日～8月3日
月曜日10：00～11：30

5月20日～8月5日
水曜日10：00～11：30

5月20日～8月5日
水曜日18：30～19：30

5月20日～8月5日
水曜日1９：40～20：40

5月14日～7月30日
木曜日   9：30～10：30
5月14日～7月30日
木曜日10：4５～11：45

5月1日～7月31日
金曜日10：4５～11：45

5月1日～7月31日
金曜日18：30～19：30

5月1日～7月31日
金曜日19：40～20：40

5月1日～7月31日
金曜日13：30～14：50
5月1日～7月31日
金曜日15：00～16：20

A

B

A

B

４歳児（平成22年4月2日
生～同23年4月1日生）
各コース35人

５歳児（平成21年4月2日
生～同22年4月1日生）
各コース35人

小学１～３年生
35人

16歳以上
45人

16歳以上
45人

16歳以上
45人

16歳以上
35人

16歳以上
各コース
35人

16歳以上
45人

16歳以上
45人

16歳以上
45人

55歳以上
各コース45人

回数・費用

全12回
6,600円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
6,000円

全12回
6,000円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

申込方法　⑴か⑵のいずれかの方法で申し込んでくだ
さい。
⑴市民体育センター窓口（受付 8：30～19：30）　返
信用はがき、またははがき代52円をお持ちください。
⑵往復はがき　往復はがき往信の裏面に、①受講希望
教室名・コース名②受講生氏名③年齢（生年月日）④
郵便番号⑤住所⑥電話番号⑦託児希望の有無（該当
教室のみ）を書き、返信の表面にも住所、氏名をそ
れぞれ書いて、彦根市民体育センターに申し込んで
ください。
申込期限　⑴、⑵とも 4月10日㈮（消印有効）
▶申し込みは、市内に在住・在勤・在学 ( 園 ) の人に

限ります。
▶申し込みは、各教室の各コースごとに１人１枚に限
ります。連名での申し込みはできません。

▶申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講者を決定し
通知します。

▶託児は有料です (１人１回につき200円 )。託児の対象
は、生後６か月以上（5月1日現在）から小学校就学
前までです。

問い合わせ先　彦根市民体育センター（〒522-0002
　松原町3751-７）☎23-2293、FAX23-2294
※毎週火曜日と祝日の翌日は休館日。都合により、日
時・内容などを変更する場合があります。

コース・対象・定員

2・３歳児（平成23年4月2日生～
同25年4月1日生）と保護者 25組

５

※今年度もスマイルダイエット教室を開催します。詳しくは、広報ひこね5月1日号でお知らせします。教室の内容などは、彦根
市民体育センターまでお問い合わせください。

A

B

A

B

リニューアル

new

new

new

new
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太極拳 in 金亀公園   
 

年齢に関係なく、初めての人も参加できま
す。　
日時　4 月 11 日〜 6 月 27 日　毎週土曜日　
　　　7：00 〜 7：40（全 12 回　雨天中止）　
場所　金亀公園（金亀町）エン
トランス広場
費用　無料
申し込み　不要
講師　北川はつ江さん（彦根市武

術太極拳連盟所属講師）ほか　
問い合わせ先　髙木・技研特

別共同体☎ 21-3923

荒神山周辺の豊かな自然を守るために
彦根デザイン・カレッジ荒神山キャンパス
キックオフフォーラム 
   

荒神山や周辺地域の貴重な資源を保全して未来へつなぐた
めに、地域人材を育てる拠点を設立します。その設立を記念し
て、学生の活動報告や意見交換会を行います。　
日時　4 月 14 日㈫ 9：30 〜 12：00（受付 9：00）　
場所　 荒神山自然の家（日夏町）

定員　30 人程度　費用　無料　
申込・問い合わせ先　

荒神山自然の家☎28-1871、FAX28-1872 
滋賀県立大学地域共生センター☎28-9851、FAX28-0220

主催　彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
金亀土涛（こんきどとう）シブヤ　第49回シブヤ子供アトリエ造形展
彦根美術工芸協会　第3 2回彦根美術工芸展
ひこね市文化プラザ　エコーメモリアル・チェンバー・オーケストラ　名曲の花束 2015 彦根
第 4 6 回 彦 根 洋 画 協 会 展
アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ　オペラ物知り講座inひこね　Vol.8「メリー・ウィドゥ」
写 団 B ＆ W 　 モ ノ ク ロ ー ム 写 真 展
彦 根 山 草 会 　 春 の 展 示 会
彦根おやこ劇場 第101回例会　小学生以上「PLE-MIXのコメディ・シアター＆十才式」
彦 根 児 童 合 唱 団 　 第 4 7 回 定 期 演 奏 会

4月3日㈮～5日㈰
4月3日㈮～5日㈰
4月4日㈯

4月10日㈮～12日㈰
4月12日㈰

4月16日㈭～19日㈰
4月24日㈮～26日㈰

4月25日㈯
4月26日㈰

10：00～18：00
9：30～16：30（最終日は16：00まで）
14：00～（13：00開場）※ロビーコンサートは13：30開演

9：30～16：30
14：00～（13：30開場）

10：00～17：00（16日は12：00から、最終日は16：００まで）
9：00～17：00（最終日は16：30まで）
18：30～（18：00開場）
13：30～（13：00開場）

ス ミ ス ホ ー ル
文化プラザ・メッセホール棟展示ロビー
文化プラザ・エコーホール
市民会館・ギャラリー
文化プラザ・エコーホール
市民会館・ギャラリー
市民会館・ギャラリー
みずほ文化センター多目的ホール
文化プラザ・メッセホール

無料
無料
有料
無料
有料
無料
無料
無料
無料

【4月の行事】

※

※会員は無料、当日入会可（有料）

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

林
野
火
災
は
毎
年
春
先
に
多
発

し
ま
す
。
全
国
の
林
野
火
災
を
調

べ
た
統
計（
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
９

月
）
で
は
、
火
災
件
数
１
、
３
７

８
件
の
う
ち
、
４
、
５
月
だ
け
で

７
６
７
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
火
災
件
数
全
体
で

55
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
林
野

火
災
が
春
に
発
生
し
や
す
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

■
林
野
火
災
が
集
中
す
る
理
由

春
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い
理

由
は
、
乾
燥
し
た
空
気
が
原
因
で

す
。さ

ら
に
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
山

菜
取
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
人

が
山
林
へ
出
入
り
す
る
機
会
が
増

え
て
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
「
た

き
火
」
に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約

30
％
に
あ
た
り
、
次
い
で
「
火
入

れ
」「
放
火
の
疑
い
」「
た
ば
こ
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
林
野
火
災
は
落

雷
な
ど
自
然
現
象
に
よ
っ
て
起
き

る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
多
く
が

人
の
不
注
意
に
よ
る
火
の
始
末
が

原
因
で
す
。

貴
重
な
森
林
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

■
林
野
火
災　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、

次
の
点
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
枯
草
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

②
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行

い
、
吸
殻
は
消
し
て
、
投
げ
捨

て
な
い
。

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
火
を
使
用

す
る
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
行
い
、離
れ
る
時
に
は
、完

全
に
火
を
消
す
。

④
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
し
て
、
消
火
用
の
水
な
ど
を

準
備
す
る
。

⑤
強
風
・
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
発

表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
火
気

の
使
用
は
控
え
る
。

⑥
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
。

■
森
林
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
生
命
に
必
要
な
酸
素
を
供
給

す
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
一
度
焼

失
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
回
復
に

は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
が
必

要
で
す
。

林
野
火
災
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
貴
重
な
人
命
や
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火

気
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
の
力
を
消
防
団
で

発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の

職
業
を
持
ち
な
が
ら
、
ひ
と
た
び

火
災
が
発
生
す
れ
ば
現
場
へ
駆
け

つ
け
て
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
防
災
指
導
や
火
災
予
防
の
広

報
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
彦
根
の
ま
ち
を
守
る
た
め

に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
な
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

彦
根
市
消
防
団
で
は
、
随
時
入

団
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防

団
と
し
て
得
ら
れ
る
知
識
や
経
験

を
持
つ
市
民
が
増
え
る
ほ
ど
、
地

域
の
防
災
力
は
向
上
し
て
、
あ
な

た
の
大
切
な
家
族
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

彦
根
市
消
防
団
へ
の
入
団
資
格

①
年
齢
が
18
歳
以
上
の
人

②
彦
根
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
消

防
総
務
課
☎
22-

０
３
１
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番　

前期・危険物取扱者試験 ( 乙種第 4 類 )
予備講習会

日時　4月19日㈰　9：00 〜 17：00　
場所　 消防本部 ( 西今町 )　定員　72 人 ( 先着順 )　
費用　5,000 円 ( 保安協会会員事業所は 3,000 円・テキスト代別）

申込期間　4月1日㈬〜同17日㈮　8：30 〜 17：15( 土
･ 日曜日を除く )

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局（ 消防本
部消防総務課内）☎ 22-0314、 FAX22-9427

前期・危険物取扱者試験
第１回
日時　5月24日㈰　14：00 〜　
場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　4月6日㈪〜同14日㈫
　▶書面申請　4月9日㈭〜同17日㈮
第 2 回
日時　8月2日㈰　14：00 〜　
場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　6月19日㈮〜同27日㈯
　▶書面申請　6月22日㈪〜同30日㈫
申込・問い合わせ先　（一財）消防試験研究センター滋賀県

支部 (〒520-0806　大津市打出浜2-1コラボしが21　４階)

　☎ 077-525-2977、FAX077-521-7904　
※書面申請の場合は、各消防署にある願書に必要事項を

書いて、送付してください。
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林野火災の月別出火件数

（総務省消防庁 平成26年〈1～
９月〉における火災の概要）

（件）

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

街 中 サ ロ ン 4月8日㈬、同18日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

ひ こ ね で 朝 市 4月19日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

集 合 場 所 ：
彦 根 城 博 物 館 入 口
（ 金 亀 町 ）

彦根城の桜の観察
4月11日㈯

9：00～12：00

桜の歴史や特徴を学びながら、楽しく観察しましょう。　
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具
費　用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邉さん）☎28-3867

元気21歩こう会 4月21日㈫
9：00～10：30

集 合 場 所 ：
庄 堺 公 園
（ 開 出 今 町 ）

華やかなぼたん桜の並木を歩きましょう。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
軽 運 動 室 ・ 会 議 室
☎・FAX24-3529

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

4月11日㈯
10：00～11：30

乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコなどの遊
具をそろえ、「室内遊園地」を開園します。広い会場で思
いきり体を動かして遊びましょう。

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

4月14日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870
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彦
根
の
城
下
町
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
４

年
後
の
慶
長
９
年（
１
６
０
４
）に
、彦
根
城

普
請
と
と
も
に
そ
の
開
発
が
始
ま
り
、
江

戸
時
代
前
期
の
17
世
紀
末
に
は
人
口
３
万

人
を
超
す
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
城
下
で

は
、
侍

さ
む
ら
い

町ま
ち

、
足あ

し

軽が
る

町ま
ち

や
町

ち
ょ
う

人に
ん

地ち

な
ど
、
居

住
地
が
身
分
ご
と
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
内
、
商
人
や
職
人
が
暮
ら
す
町
人

地
で
は
、
通
り
に
沿
っ
て
、
間
口
が
狭
く

奥
行
き
の
長
い
短
冊
形
敷
地
の
町
屋
が
軒

を
連
ね
、
道
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
両
側

の
屋
敷
に
よ
り
町
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
彦

根
城
下
で
は
53
の
町
が
出
来
ま
し
た
。
町

は
「
家い

え

持も
ち

」
町
人
（
町
屋
敷
所
有
者
）
と
、そ

こ
か
ら
選
ば
れ
た
町
役
人
に
よ
り
運
営
さ

れ
、
生
活
の
た
め
の
住
民
組
織
、
さ
ら
に

は
行
政
組
織
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

53
の
町
の
一
つ
に
、
白し

ら

壁か
べ

町ま
ち

（
現
本
町
一

丁
目
・
中
央
町
の
一
部
）
が
あ
り
ま
し
た
。
同

町
は
、
城
下
の
区
画
割
り
が
始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
本
町
（
旧
町
名
、現
本
町
一
〜
三

丁
目
）
に
隣
接
し
、早
く
に
開
発
が
進
ん
だ

と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
町
で
町
役
人
を
勤

め
た
旧
家
に
、
慶
安
２
年
（
１
６
４
９
）
の

「
白し

ら

壁か
べ

町ま
ち

古こ

郷ご
う

御お

改あ
ら
た
め」と
い
う
帳
面
の
古
文

書
が
伝
わ
り
ま
し
た
（
写
真
）。
現
在
は
寄

贈
を
受
け
、
彦
根
城
博
物
館
で
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
こ
の
帳
面
は
彦
根
藩
が
住
民
調

査
を
実
施
し
た
時
に
町
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
当
時
の
白
壁
町
の
「
家
持
」

町
人
お
よ
び
「
借か

し

屋や

」
町
人
の
各
家
の
構

成
員
、
年
齢
、
職
業
、
白
壁
町
に
や
っ
て

来
た
年
次
を
含
め
た
来
歴
、
さ
ら
に
は
奉

公
人
の
情
報
ま
で
、
調
査
結
果
が
細
か
く

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
城
下
町
の
町
人
に

関
す
る
詳
細
な
調
査
記
録
は
、
全
国
的
に

も
稀ま

れ

な
も
の
で
す
。彦
根
の
み
な
ら
ず
、江

戸
時
代
の
城
下
町
の
町
が
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
す
。

帳
面
に
は
、合
計
45
家
が
載
せ
ら
れ
、そ

の
内
訳
は
、「
家
持
」
17
家
、「
家い

え

主ぬ
し

」（
町

に
不
在
の
屋
敷
所
有
者
）
５
家
、「
借
屋
」
23

家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
業
は
、「
家
持
」

町
人
は
、米
屋
（
５
家
）、酒
屋
（
４
家
）、小

間
物
屋
（
１
家
）、
紺
屋
（
１
家
）、
旅り

ょ

人じ
ん

屋や

（
１
家
）、
大
工
棟と

う

梁り
ょ
う

（
１
家
）、
茶
売
り
（
１

家
）
な
ど
、
一
方
、「
借
屋
」
町
人
は
、
小

間
物
売
り
（
４
家
）、
た
ば
こ
売
り
（
３
家
）、

肴さ
か
な

売
り
（
２
家
）、
大
工
（
２
家
）、
茶
売
り

（
１
家
）、
豆
腐
屋
（
１
家
）
な
ど
で
す
。
こ

こ
で
の
酒
屋
は
酒
造
業
を
営
む
者
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
家
持
」
町
人
は
、
米
屋
や

酒
屋
な
ど
大
き
な
家
屋
敷
を
必
要
と
す
る

職
業
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

「
借
屋
」
町
人
で
は
、城
下
を
回
っ
て
品
物

を
売
る
商
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
各
家
の
来
歴
も
あ
わ
せ
て
注

目
す
る
と
、
最
も
古
い
慶
長
10
年
を
筆
頭

に
40
年
以
上
に
わ
た
り
白
壁
町
に
居
住
し

て
い
る
家
が
12
家
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、

９
家
が
「
家
持
」
町
人
で
、
内
訳
は
米
屋

４
家
、
酒
屋
１
家
、
紺
屋
１
家
、
旅
人
屋

１
家
、
大
工
棟
梁
１
家
、
茶
売
り
１
家
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
屋
敷
の
所
有
、
職
業
構
成
と
町
内
居

住
年
数
の
様
子
か
ら
推
測
す
る
と
、
白
壁

町
は
城
下
の
区
画
割
り
が
始
ま
っ
た
翌
年

の
慶
長
10
年
に
屋
敷
の
割
り
当
て
が
行
わ

れ
、
米
屋
を
中
核
と
し
て
町
が
形
成
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
う
か
が
え
ま
す
。

白
壁
町
の
町
名
の
由
来
は
、
富
裕
な
町

人
が
多
く
、
白
壁
造
り
の
屋
敷
が
多
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
の
説
が
こ
れ
ま
で
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。「
白
壁
町
古
郷
御
改
」の

内
容
は
、
白
壁
町
の
成
立
の
実
態
、
す
な

わ
ち
「
白
壁
」
の
実
態
を
明
確
に
示
し
て

い
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

彦
根
城
下
白
壁
町
の
成
り
立
ち 

ー
「
白
壁
町
古
郷
御
改
」 彦

根
城
博
物
館
は
６
月
１
日
㈪
に

再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▲「白壁町古郷御改」の表紙（右）と本文

4月の休館日　6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

チ

　
　
　ケ

　
　
　ッ

　
　
　ト

　
　
　発

　
　
　売

　
　
　情

　
　
　報

指定

6月30日㈫ 昼公演14：00、夜公演18：00　グランドホール

宝塚歌劇星組全国ツアー公演
ミュージカル・ロマン『大海賊』‒復讐のカリブ海‒ 作・演出：中村暁
ロマンチック・レビュー『Amourそれは…』作・演出：岡田敬二

北翔海莉（ほくしょう　かいり） 妃海風（ひなみ　ふう）
Ⓒ宝塚歌劇団 ※写真は公演内容とは異なります

4月4日㈯ 14：00　エコーホール
エコーメモリアル・チェンバー・オーケストラ
「名曲の花束2015」彦根公演【共催事業】

【発売中】 一般3,000円　大学生以下1,500円
　　　　友の会・障害者・高齢者  2,700円

  ※当日券の場合、  　
それぞれ500円増
※未就学児入場不可  

自由

4月12日㈰ 14：00　エコーホール
オペラ物知り講座 in ひこねvol.8【協力事業】
大阪音楽大学出張講座「メリー・ウィドウ」

【発売中】
一　般　前売 2,000円　当日 2,500円　
友の会　前売 1,800円　当日 2,300円　
　　　　※ペアチケットは完売しました。

自由

【発売中】残席わずか
　　　　 　一　般 1・2階 S席 7,300円　2階 A席 5,500円

友の会・高校生・大学生・専門学校生・障害者・高齢者 
1・2階 S席 6,570円　2階 A席 ４,９５０円 

※未就学児入場不可  

◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者は証明できるもの
を提示してください。

4月26日㈰ 14：00　エコーホール
髙木充江　ソプラノリサイタル【協力事業】
ひとつの花が咲くように…そして今「枕草子」

自由

7月18日㈯ 昼の部12：30  夜の部16：30　
グランドホール

◆演目　一．河竹黙阿弥作　『天衣粉上野初花　河内山』　　　　二．藤　娘　長唄囃子連中　
　　　　　　芝翫奴　長唄囃子連中

【一般発売4月18日㈯】一等席7,000円　
          二等席5,000円　三等席3,000円
【友の会発売4月11日㈯】一等席6,500円　
          二等席4,500円　三等席2,500円
学生（大学生以下）・障害者・高齢者  一等席 6,700円　
二等席 4,700円　三等席 2,700円

                                                 
  ※未就学児入場不可

5月31日㈰　14:00　メッセホール
松竹大歌舞伎プレセミナー
7月18日㈯開催の「松竹大歌舞伎」公演に先駆け
歌舞伎の基礎知識や上演演目の見どころなどを
わかりやすく解説します。

【発売中】
  一般500円　友の会300円
【出演】葛西聖司（アナウンサー・古典芸能解説）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
※未就学児入場不可

指定

くもにまごう　うえ の　はつ はな こう ち  やま

ソプラノ：髙木充江　ピアノ：今堀智子
ソプラノ：山本哲子　チェロ：辻寛子　
フルート：中川真由美　合唱：コールほなみ
【発売中】一般　3,000円　ペア券　5,000円

5月6日（水・振） 14：00　エコーホール
エコーホールピアノメンバー第6回演奏会
「ア・ピアチューレ」

優れた音響特性のエコーホールで外国製フルコンサート
ピアノを使用して練習を重ねたメンバーの成果発表。
【発売中】 一般500 円　学生無料　

※チケットはひこね市文化プラザ窓口のみ取扱いします
※未就学児入場可

自由

5月28日㈭ 10：30　メッセホール
「ベビーといっしょにコンサート」

赤ちゃん連れの親子・家族で楽しめるコンサート。
【発売中】 一般500 円　未就学児無料　

6月7日㈰ 16：00　グランドホール

Kiroro コンサート2015
「長い間」「未来へ」「Best Friend」・・・
あなたの心に染み渡る歌声
をお届けします。
             【発売中】 
一    般 5,500円 
友の会 5,000円
高齢者（65歳以上）・障害者 ・
学生（大学生以下）5,200 円　
※未就学児膝上無料。
 席が必要な場合は有料

自由

指定

し  かん やっこ

早得！
5月 30日㈯までに「松竹大歌舞伎」のチケットを購入された人は、プレ
セミナーに100円で入場できます（本公演チケットを提示ください）。
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無
料
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
は

細
心
の
注
意
を　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

栗田　晴
は

乃
の

　さん
近藤　拓

た

空
く

　さん
髙野　凜

り ん

人
と

　さん
田中　優

ゆ う

希
き

　さん
谷本　季

き

里
り

　さん
陌
はざ

間
ま

　紗
さ や

佳
か

　さん
橋本　りこ　さん
樋口　真

ま

有
ゆ

伽
か

　さん
菱田　晴

は る

香
か

　さん
ビリアネラ　ジョアナ さん
丸山　佳

か

純
す み

　さん
宮尾　香

か

菜
な

美
み

　さん
宮元　思

し

緒
お

　さん
山下　玲

れ

奈
な

　さん
若林　希

き

咲
さ

来
ら

　さん

＜中学生＞
石橋　卓

たく

也
や

　さん
井上　陽

みなみ

　さん
久
きゅう

門
もん

　ゆめ　さん
下村　陸

りく

斗
と

　さん
田中　志

し

門
もん

　さん
種村　涼

すず

花
か

　さん
中嶋　大

だい

智
ち

　さん
馬場　千

ち

瑳
さ

　さん
東
ひがし

　美
み

歩
ほ

　さん
平田　崚

りょう

将
すけ

　さん
三原　侑

ゆき

奈
な

　さん
森田　彩

あや

愛
な

　さん
諸岡　鈴

すず

　さん
渡辺　明

あきら

　さん
青山　汐

しお

里
り

　さん

( 城 東 小　6 年 )

( 城 東 小　6 年 )

( 高 宮 小　6 年 )

(稲枝東小　6年)

( 城 南 小　6 年 )

( 城 西 小　6 年 )

( 河 瀬 小　6 年 )

( 平 田 小　6 年 )

( 城 陽 小　6 年 )

( 平 田 小　6 年 )

( 城 南 小　6 年 )

( 城 東 小　6 年 )

( 城 東 小　6 年 )

( 城 南 小　6 年 )

( 城 南 小　6 年 )

( 東 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 東 中　1 年 )

( 東 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 河 瀬 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 東 中　1 年 )

( 西 中　1 年 )

( 南 中　1 年 )

( 稲 枝 中　2 年 )

(稲枝北小　1年)

( 城 陽 小　1 年 )

( 城 東 小　1 年 )

( 河 瀬 小　1 年 )

(稲枝西小　2年)

( 城 南 小　2 年 )

( 高 宮 小　2 年 )

( 城 東 小　2 年 )

( 城 南 小　2 年 )

( 城 西 小　3 年 )

( 城 南 小　3 年 )

(佐和山小　3年)

( 旭 森 小　3 年 )

( 城 南 小　3 年 )

( 城 南 小　3 年 )

( 城 南 小　4 年 )

( 城 南 小　4 年 )

( 城 北 小　4 年 )

( 城 陽 小　4 年 )

( 城 陽 小　4 年 )

( 河 瀬 小　4 年 )

( 城 西 小　4 年 )

( 城 南 小　4 年 )

( 城 東 小　4 年 )

( 城 陽 小　4 年 )

( 城 陽 小　4 年 )

( 城 東 小　5 年 )

( 城 南 小　5 年 )

( 平 田 小　6 年 )

(稲枝北小　6年)

( 高 宮 小　6 年 )

(稲枝北小　6年)

(鳥居本小　6年)

＜小学生＞
川添　琉

りゅう

斗
と

　さん
木村　実

み

有
ゆ

那
な

　さん
清水　彩

あや

音
ね

　さん　
中川　碧

あ お

彩
い

　さん　
上
か ん

林
ばやし

　瑞
み ず

希
き

　さん　
杉本　唯

ゆ い

花
か

　さん
西村　和

か ず

紗
さ

　さん
東川　拓

た く

翔
と

　さん
藤野　束

つ か

咲
さ

　さん
一ノ瀬　剛

つ よ

志
し

　さん
勝木　藍

あ い

　さん
木村　優

ゆ

芽
め

　さん
七里　清

さ や

夏
か

　さん
菖
しょう

蒲
ぶ

池
いけ

　璃
り

子
こ

　さん
幸重　季

り

空
く

　さん
赤井　笑

え

奈
な

　さん
岡田　みのり　さん
岡本　郁

い く

　さん
木村　燦

あ き

徳
の り

　さん
澤田　遼

りょう

太
た

　さん
所　晴

は る

生
き

　さん
中川 　奈

な

保
ほ

　さん
中村　明

あ

日
す

香
か

　さん
福原　恵

め ぐ

実
み

　さん
堀居　美

み

里
さ と

　さん
三
みつ はし

　力
り き

也
や

　さん
堀　未

み

裕
ひ ろ

　さん
山下　素

も と

広
ひ ろ

　さん
伊庭　朱

あ か

音
ね

　さん
上村　咲

さ き

佳
か

　さん
江龍　凜

り ん

　さん
川村　美

み

雨
う

　さん
北川　愛

あ

冴
さ

仁
と

　さん

教育委員会では、年間を通じてさまざまな文化芸
術活動に励む子どもたちを応援し、文化芸術活動への
意欲を高めることを目的に、ひこね子ども文化芸術奨
励事業「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」を設けてい
ます。

平成 26 年度の「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」
受賞者は、次の 88 人の皆さんです。（50 音順、学年は
平成 26 年度）

問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、
FAX21-3080

宇野　ひかり　さん
尾田　瑠

る

璃
り

波
は

　さん
川村　和

わ

束
づか

　さん
北村　知

とも

也
や

　さん
小林　楽

がく

　さん
小山　舞

ま

桜
お

　さん
清水　智

とも

哉
や

　さん
角田　麗

れ

奈
な

　さん
竹村　早

さ

織
おり

　さん
田中　凜

りん

　さん
南部　真

ま

莉
り

子
こ

　さん
村　元

もと

宏
ひろ

　さん
溝尾　萌

もえ

華
か

　さん
宮村　新

にい

奈
な

 　さん
山下　大

だい

貴
き

　さん
脇坂　琉

りゅう

希
き

　さん
池内　文

ふみ

香
か

　さん
石橋　尚

なお

之
ゆき

　さん
上田　朋

とも

弥
や

　さん
岡崎　優

ゆ

花
か

　さん
谷澤　結

ゆう

愛
あ

　さん
谷本　晃

こう

太
た

　さん
長島　奈

な

月
つき

　さん
畑仲　ゆらり　さん
馬場　竣

しゅん

平
ぺい

　さん

( 河 瀬 中　2 年 )

( 南 中　2 年 )

( 東 中　2 年 )

( 中 央 中　2 年 )

( 東 中　2 年 )

( 西 中　2 年 )

( 東 中　2 年 )

( 河 瀬 中　2 年 )

( 西 中　2 年 )

( 河 瀬 中　2 年 )

( 河 瀬 中　2 年 )

(鳥居本中　2年)

( 西 中　2 年 )

( 西 中　2 年 )

( 河 瀬 中　2 年 )

( 南 中　2 年 )

( 中 央 中　3 年 )

( 東 中　3 年 )

( 南 中　3 年 )

( 東 中　3 年 )

( 西 中　3 年 )

( 中 央 中　3 年 )

( 中 央 中　3 年 )

( 西 中　3 年 )

( 南 中　3 年 )

有
料
の
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
た
め
請
求
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電

話
番
号
を
相
手
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
不
審

な
電
話
や
メ
ー
ル
に
は
対
応
せ
ず
、
受
信
拒
否
、

着
信
拒
否
な
ど
で
自
衛
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
の
無
料
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、
料
金
を
請
求
す
る
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
プ

リ
の
中
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
登
録
さ
れ

た
個
人
情
報
を
抜
き
取
る
も
の
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
時
に
は
、
そ
の
ア
プ
リ

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
（
個
人
を
特
定
す
る

内
容
な
ど
）
に
ア
ク
セ
ス
を
要
求
す
る
「
ア
ク
セ

ス
許
可
」
の
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
不
要
と
思
わ
れ
る
情
報
に
ア
ク

セ
ス
許
可
を
求
め
て
く
る
場
合
は
、
許
可
を
し

な
い
で
ア
プ
リ
を
削
除
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
や
わ
か
ら
な
い

時
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
す
る
際
に
活
用
す
る
ソ
フ
ト
。 

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
同
４
時
15
分
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ネ
ッ
ト
検
索
を
し
て
い
る
と
、
動
画
の
無
料
ア
プ
リ
を
見
つ
け
た
の
で

イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
し
て
動
画
を
見
て
い
た
。
そ
の
後
、「
ア
プ
リ
※
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
代
金
50

万
円
を
支
払
う
よ
う
に
」
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
学
生
な
の

で
支
払
え
な
い
と
言
う
と
、
い
く
ら
な
ら
払
え
る
か
と
聞
か
れ
た
の
で
「
３
万
円
」
と
答
え
た
。

支
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

昨
年
か
ら
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

で
小
型
家
電
を
無
料
で
引
き
取

り
し
て
い
ま
す
。

小
型
家
電
と
は

市
で
は
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
に

つ
な
ぐ
家
庭
用
電
化
製
品
の
う

ち
、
最
も
長
い
１
辺
の
長
さ
が
１

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
小
型

家
電
と
し
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・

洗
濯
機
・
テ
レ
ビ
・
衣
類
乾
燥

機
・
エ
ア
コ
ン
（
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
品
）
や
パ
ソ
コ
ン
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
は
、
引
き
取
り
で
き

ま
せ
ん
。

戸
別
有
料
収
集
の
場
合

小
型
家
電
を
粗
大
ご
み
（
タ
ン

ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
自
転
車
な
ど
）
と
併

せ
て
収
集
す
る
と
き
、
小
型
家
電

分
の
料
金
は
無
料
で
す
。
小
型
家

電
の
み
を
収
集
す
る
場
合
は
、
５

点
ま
で
４
０
０
円
で
す
。

収
集
の
申
し
込
み
は
、
１
回
の

申
し
込
み
で
５
点
（
小
型
家
電
を
含

む
）
ま
で
で
す
。

回
収
量
は
ど
れ
ぐ
ら
い
？

２
月
末
ま
で
の
回
収
量
は
、
２

万
２
、
３
９
９
個
（
約
78
ト
ン
）
の

小
型
家
電
が

清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
炊
飯
ジ
ャ
ー
や
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
の
台
所
用
電
子

器
具
が
多
く
６
、
２
６
５
個
の
小

型
家
電
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま

す
。持

ち
込
ま
れ
た
小
型
家
電
は
、

資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
国
が
認
定
し
た
事
業
者
に

引
き
渡
し
、
金
や
銅
、
鉄
、
ア
ル

ミ
な
ど
の
金
属
に
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

清
掃

セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
28
回　
　

小
型
家
電
の
処
分

平成 26年度「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」
受賞者が決定しました
おめでとうございます
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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畑　

怜れ
い

士じ

ち
ゃ
ん

（
薩
摩
町
）

川
嶋
聖せ

央お

ち
ゃ
ん

（
西
葛
籠
町
）

平
塚
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

（
竹
ケ
鼻
町
）

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
公
民
館
な
ど

で
開
催
し
て
い
る
「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」
に
参

加
し
て
、
遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
ま

せ
ん
か
。

乳
幼
児
と
そ
の
親
や
祖
父
母
が
集
ま
り
、
自

由
に
遊
び
、
話
を
す
る
中
で
、
友
達
が
で
き
た

り
、
子
育
て
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
た

り
し
ま
す
。

開
催
日
な
ど　

下
表
の
と
お
り　

５
月
〜
平
成

28
年
２
月
に
毎
月
１
回
開
催
。
南
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
は
４

月
〜
平
成
28
年
３
月
に
開
催

※
開
催
日
は
、
祝
日
な
ど
の
た
め

　

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

申
込　

不
要　

費
用　

無
料　

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若
者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

公
民
館
に
あ
つ
ま
れ

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば開　催　日 

毎月第４金曜日（12月は第2金曜日）

　〃  第３木曜日

　〃  第３木曜日（6、8、1、2月は第4木曜日）

　〃  第２火曜日（8月は第1火曜日）

　〃  第２水曜日（8月は第4水曜日）

　〃  第１火曜日（５、11月は第2火曜日）

　〃  第3木曜日

会　場

南老人福祉センター（田原町）

西地区公民館（本町一丁目）

旭森地区公民館（正法寺町）

河瀬地区公民館（森堂町）

中地区公民館（大藪町）

鳥居本地区公民館（鳥居本町）

高宮地域文化センター（高宮町）

乳がん検診は、電話（☎24-3719）・インターネットで
申し込んでください　※市役所、支所・出張所では受付できません

乳がん検診
対象　市内に住民登録を有する 40 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年2月26日㈮
検診項目
◆40〜49歳　問診、視触診、マンモグラフィ（2方向）

◆50歳以上　 問診、視触診、マンモグラフィ（1方向）

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録を有する 20 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年3月31日㈭
受診方法　検診料 500 円を持って、直接医療機関で受診してください。

※子宮頸がん検診は、上記医療機関以外にも滋賀県内の産婦人科医療機関
で受診できます。詳しくは、 健康推進課にお問い合わせいただくか、彦
根市ホームページをご覧ください。
乳がん・子宮頸がん検診は、2 年に１回の検診です。集団検診を含めて、平成26年

4月１日から平成27年3月31日の間に、彦根市の乳がん・子宮頸がん検診を受けた人
は、今年度受診できません。

次の人は
彦根市の検診を受診できません
乳がん・子宮頸がん　
　妊娠中の人、妊娠の疑いのあ

る人
乳がん　
　ペースメーカーを入れてい

る人、豊胸手術、形成手術、
水
すい

頭
とう

症
しょう

手術をした人、授乳
中の人

子宮頸がん　
　生理中の人、子宮を全摘出し

た人
※自覚症状のある人、乳房や婦

人科の病気で治療中、経過観
察中の人などは、直接医療機
関にご相談ください。

次の人は
検診料が無料となります
①検診当日、70 歳以上の人
②一定の障害のある 65 〜

69 歳の後期高齢者医療の
被保険者

③生活保護法による被保護世
帯の人

④市県民税非課税世帯の人　
（検診当日に「健康診査受診料免除
票」が必要です。同票をお持ちで
ない人は、検診の 1 週間前までに
印鑑をお持ちのうえ、 健康推進
課の窓口で申請してください。申
請用紙は彦根市ホームページから
ダウンロードできます）

※受診後に、検診料の減免はで
きません。

医療機関
彦根市立病院　健診センター（八坂町）
豊郷病院（犬上郡豊郷町）
KKCウエルネスひこね健診クリニック（古沢町） 

電話番号
☎22-6058
☎35-3001
☎050-3541-2265

予約

要

受診方法
①がん検診予約専用電話（☎ 24-3719）またはインターネットで申し込む
②受診券はがきが届いたら、医療機関（下表）へ受診日を直接予約する
③予約後、受診券はがきと検診料 500 円を持って受診

スマートフォン用
QRコード

携帯電話用
QRコード

医療機関（彦根市内）
足立レディースクリニック（佐和町）
神野レディスクリニック（中央町）
神野レディスクリニック アリス（八坂町）
神野レディスクリニック ソフィア（川瀬馬場町）
はやし婦人クリニック（竹ケ鼻町）
彦根市立病院（八坂町）
山下医院（長曽根町）
彦根中央病院（西今町）
KKCウエルネスひこね健診クリニック（古沢町） 

電話番号
☎22-2155
☎22-6216
☎29-9025
☎25-5566
☎26-0528
☎22-6050
☎24-5290
☎23-1211
☎050-3541-2265

予約

不要

要

４月２日㈭〜同８日㈬

発達障害啓発週間
発達障害は、育て方による

ものではなく、脳の働きの違
いから「他人の気持ちを理解
しづらい」「新しいことが苦
手」などの特性がみられる障
害です。

周囲からの偏見や誤解を
招くことがあり、本人や家族

が人間関係や集団生活で、何らかの困難を感じて
いることが少なくありません。

周囲の温かい見守りと正しい理解を深めるため
に、啓発週間の期間中に市立図書館で発達障害に
関する展示と関連図書の紹介をします。気軽にお
越しください。
問い合わせ先　 発達支援室☎ 26-8282、

FAX26-1767

交通遺児の救済事業
〜公益財団法人おりづる会〜

交通事故によって父親や母親、また両親を亡く
した県内在住の子ども（高校卒業まで）に、返還義
務のない奨学金や入学給付金などを支給したり、
夏にレクリエーションを行ったりしています。

奨学金や入学給付金などの支給
を受けるための申請方法や支給時
期、おりづる会への登録などの詳
細は、事務局までお問い合わせく
ださい。
問い合わせ先　公益財団法人おり

づる会事務局（ 交通政策課内）
☎ 077-528-3682、FAX077-528-4837 
E メール oridurukai@chorus.ocn.ne.jp
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
秘
書
広
報
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
3
0
号

（
平
成
2
7
年
4
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,9
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

「
鮮
や
か
に
美
し
く
咲
い
て
ね
」

彦
根
城
で
桜
木
に
施
肥

3 月 15 日、彦根城の堀沿いで地元ボ
ランティアの皆さんによる桜木の施肥が
行われました。この取り組みは、商店主
などでつくる「ひこね桜守」のメンバー
の呼びかけで、約 10 年前から年 2 回行
われています。

この日は、約 30 人が参加して、内堀
沿いの約 270 本のうち、約 150 本の桜
木の根元に肥料を与えました。

参加者は「きれいに咲いて欲しいと願
いを込めて肥料をあげました。ピンクに染

まるお城周辺を歩くのが楽しみです」と話し
ていました。

　　

４
月
20
日
㈪
ま
で
、
彦
根
城
一

帯
で
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心
に
、
約

１
、
２
０
０
本
の
桜
が
一
斉
に
咲
き

誇
り
、
城
山
一
帯
が
桃
色
に
包
ま
れ

ま
す
。
こ
の
時
期
は
彦
根
城
が
一
年

で
最
も
美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。

　

桜
ま
つ
り
期
間
中
は
、
夜
桜
見
物

を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
た
め
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
日
没
か
ら
午
後
９
時
ま
で
）

　

桜
の
開
花
速
報
は
彦
根
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.
hikoneshi.com

/jp/

）
で
毎
日
更
新
さ

れ
る
予
定
で
す
。
お
出
か
け
の
前
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　

彦
根
城
で
お
花
見
は
い
か
が

■滋賀県議会議員一般選挙　投票日 4月 12日㈰
　期日前投票期間 4 月 4 日㈯〜同 11 日㈯

■彦根市議会議員一般選挙　投票日 4月 26日㈰
　期日前投票期間 4 月 20 日㈪〜同 25 日㈯

問い合わせ先　 選挙管理委員会事務局☎ 30-6131、FAX23-4551

期日前投票所と投票時間
▶彦根市役所　8：30 〜 20：00
▶稲枝支所　　8：30 〜 17：00
▶ビバシティ彦根 2 階研修室（ちびっこ広場横） 10：00〜19：00
　※４月21日㈫はビバシティ彦根が定休日のため投票ができません。

おわびと訂正
白ばら通信65号（3月15日発行）表紙に記載した、滋賀県議会議員一般選

挙の選挙要件の表内「転出届」欄に誤記がありました。
【誤】 滋賀県外の別の市町へ転出　
【正】 滋賀県内の別の市町へ転出          おわびして訂正します。

人口と世帯数
　　　　　　平成27年3 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

  112,727 人  （− 34）
　 55,646 人（− 13）

57,081 人（− 21）
45,470 世帯 （+ 　8）

行こう投票　生かそう一票！


